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理
化
学
研
究
所
（
理
研
）
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
の
春
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

四
月
二
六
日
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
政
府
機
関
、
国
内
外
の
研
究

機
関
・
大
学
、
産
業
界
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
理
化
学
研
究
所
創
立
百
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
致
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
節
目
に
、
理
研
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
自
ら
の
人
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
職
員

の
皆
さ
ん
、
理
研
出
身
者
の
皆
様
と
共
に
、
祝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
一
〇
〇
年
前
は
、
わ
が
国
は
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
、
欧
米
の
列
強
に
伍
す
る
豊
か
で
強
い
国
に
な
ら
ん
と
、

自
ら
の
手
で
追
い
付
き
追
い
越
す
べ
く
、
科
学
技
術
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
渋
沢
栄
一
翁
、
高
峰
譲
吉
博

士
ら
の
「
国
民
科
学
研
究
所
」
を
作
る
べ
し
と
の
提
唱
は
、
時
宜
を
得
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
財
団
法
人
理
化
学
研
究
所
は
、「
我
国
の
産
業
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
、
科
学
研
究
と
応
用
研
究
を
行
う
最
初
の
総
合
研
究
所
と
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
考
え
方
を
「
理

研
精
神
」
と
し
て
今
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

財
団
法
人
と
し
て
発
足
し
た
理
研
は
、
株
式
会
社
、
特
殊
法
人
、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
研
究
開
発
法
人
と
、
時
代
の

要
請
に
応
え
な
が
ら
組
織
形
態
を
変
え
つ
つ
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
研
究
機
関
と
し
て
、
幅
広
い
分
野
で
先
導
的
な
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
に
は
、
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
に
指
定
さ
れ
、
閣
議
決
定
さ

れ
た
基
本
方
針
を
受
け
て
「
世
界
最
高
水
準
の
研
究
成
果
の
創
出
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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理
研
は
、
か
つ
て
、
研
究
者
の
自
由
な
楽
園
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
学
問
や
研
究
が
権
力
か
ら
の
束
縛
を
受
け
な
い

と
い
う
意
味
で
の
自
由
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
己
の
頭
脳
の
中
に
刷
り
込
ま
れ
た
既
存

の
価
値
や
常
識
か
ら
飛
躍
す
る
こ
と
、
己
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
が
定
め
た
束
縛
か
ら
脱
出
す
る
自
由
が
存
在
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。
幸
い
、
理
研
は
、
①
研
究
室
の
規
模
が
比
較
的
大
き
く
、
長
期
的
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
、
実
行
で

き
る
、
②
大
学
に
は
な
い
大
型
施
設
の
開
発
と
運
用
・
共
用
を
行
う
力
が
あ
る
、
③
研
究
支
援
者
と
し
て
の
技
術
者
、
研

究
を
推
進
す
る
事
務
職
員
の
能
力
が
高
い
、
④
研
究
室
間
の
垣
根
が
低
く
、
日
常
的
な
研
究
の
議
論
か
ら
新
領
域
、
学
際

領
域
の
開
拓
が
容
易
な
体
制
に
あ
る
な
ど
、
大
学
や
他
の
研
究
機
関
に
は
な
い
優
れ
た
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

理
研
が
今
後
一
〇
〇
年
を
見
据
え
、
世
界
に
冠
た
る
研
究
機
関
の
一
つ
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
は
も
と
よ
り
、
研
究
運
営
に
関
わ
る
数
々
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
や
経
験
を
礎
と
し
て
、
研
究
者

の
み
な
ら
ず
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
未
来
社
会
を
見
据
え
、
今
後
の
一
〇
〇
年
に
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、「
知
識
」
と
「
人
」
が
織
り
な
す
「
知
恵
」
が
社
会
発
展
の
源
泉
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
故
に
、
地
球
規
模
の
課
題
解
決
の
先
に
ど
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
す
の
か
、
何
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
、

と
い
っ
た
問
題
を
深
く
洞
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
理
研
の
築
く
知
恵
」
を
速
や
か
に
社
会
価
値
に
還
元

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

理
研
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
先
を
見
据
え
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
至
高
の
科
学
力
を
も
っ
て
、「
研
究
開
発
成
果
の
最
大
化
」
を
図
り
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
や
国
際
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
二
〇
一
八
年
三
月
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